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	KP-2
	極域中層・超高層大気の変動と結合過程の研究
	本課題では、大型大気レーダーやライダー等の大気物理量の高精度プロファイリングが可能な最先端のアクティブリモートセンシング装置を南極昭和基地に展開し、さらに継続稼働しているＭＦレーダー、短波レーダーなどのレーダー、OH大気光観測装置、全天イメージャーなどの光学観測装置やミリ波分光計のデータも活用して、南極域中層・超高層大気の種々の擾乱に対する応答を研究している。特に、新規・既得の観測データを活用して、磁気圏・電離圏現象や下層大気現象が中間圏や電離圏・熱圏大気に及ぼす影響の観測研究を行うことを目的とし、また観測装置の自動化/省力化などの開発も行う。
	中村 卓司　教授

042-512-0602
nakamura.takuji@nipr.ac.jp

	KP-9
	EISCATレーダーならびに地上拠点観測に基づく北極圏超高層・中層大気の国際共同研究
	本課題では、「太陽活動極大期を迎えて増大する太陽風電磁エネルギーの流入がもたらす磁気圏・電離圏・熱圏ならびに中層大気へのインパクトとそれに起因する様々な応答現象を定量的かつ高精度に明らかにすること」を主目的として、国内外の多くの共同研究者とともに北欧を拠点とする国際共同研究を実施している。特に、北欧の新規・既得の観測データに加え、モデル計算等を活用して、磁気圏－電離圏間の相互作用の研究を行うことを目的とする。
	宮岡 宏　准教授

042-512-0662
miyaoka@nipr.ac.jp

	KP-a
	北極における大気・海洋・雪氷相互作用
	国立極地研究所では、ノルウェーのスバールバル諸島スピッツベルゲン島ニーオルスンに観測基地を維持している。ニーオルスンでは多くの国が協力しながら北極大気の観測を行なっている。

北極の気候システムでは、温暖化の進行により様々な気候要素の変化がおきており、その変動システムの理解が求められている。この研究では、北極の気候システムに関わる雲・放射過程、海氷変動や大気循環場、積雪分析など大気・雪氷の観測や解析を通して北極気候システムを探る。

本公募では、特に、総合大気観測システムが整備されつつあるニーオルスンでのレーダーなどの気象観測設備の利用、またそこで得られたデータを活用して雲、放射、エアロゾルに関する研究を行う。
	榎本 浩之　教授

042-512-0644
enomoto.hiroyuki@nipr.ac.jp


